
 
 
 

2021 年 12 月 14 日 

報道関係者 各位 

立命館大学 

株式会社東日本放送 

 
 

株式会社東日本放送(本社・宮城県仙台市)と立命館大学（京都府京都市）は、12 月 16 日（木）、 

イタリアと岩手県岩泉町をオンラインで繋ぎ、牛の畜産をテーマにしたワークショップ「牛ADVENTURE」

をハイブリッド形式で開催いたします。 

 

本取り組みは、東北地域の魅力を発信するｋｈｂ東日本放送と、大学が有する食の世界的なネットワ

ークとリモート機能を活用した食のワークショップを展開する立命館大学による、「テレビメディアの未来

×オンライン教育の未来」を目指したコラボ企画の第１弾です。「短角牛」で有名な岩手県岩泉町と「フ

ァッソーナ牛」で有名なイタリアピエモンテ州の遠く離れた 2 拠点をライブ中継でつなぎます。 

 

上質な肉質であり赤身肉として評価の高いこの 2 つの肉は、ともにスローフード協会の保護食材プロ

ジェクト「味の箱舟」に選ばれた貴重な品種です。牛 ADVENTURE は、世界の遠く離れた 2 拠点の生

産者同士が対話し、世界をつなぎ、ひと・文化に触れながら、「食」の観点から豊かな未来社会を考え

るワークショップです。ワークショップは、ｋｈｂ東日本放送新社屋のスタジオから参加する現地参加者と、

全国各地から参加するオンライン参加者とのハイブリット形式で実施します。 

当日は、イタリア・東北それぞれの生産者の話やイタリア・カルーの牛祭りの中継、日本とイタリア・ト

スカーナのシェフに習うステーキ調理講座、短角牛とファッソーナ牛の食べ比べなどを予定しています。 

 

本取り組みを通じて、世界中の最先端の知のネットワークをいかし、生産者と生活者をオンライン×メ

ディア×食×教育で繋ぎながら、新たな付加価値が生まれるプラットフォームづくりを目指します。 

 

記 

日 時 ： 2021 年 12 月 16 日（木） 13：30～18：30 

開 催 方 法 ： オンライン（Zoom）と現地参加のハイブリッド開催/配信拠点：ｋｈｂ東日本放送 

東日本放送（宮城県仙台市太白区あすと長町 1 丁目 3 番 15 号） 

対 象 ： どなたでもご参加いただけます。 

参 加 費 ： 無料 

申 込 方 法 ： 以下の応募フォームからお申込みください。 申込締切：12 月 15 日（水）正午 

https://forms.gle/WfyKngoVp4j3GhYTA 

放 送 予 定 ： 2021 年 12 月 29 日（水） 9：55～10：25 （宮城県ローカル） 

番 組 名 ： 美食の赤身肉 あなたは DOTCH ボーノ？  

※詳細は別紙をご覧ください。 

 

＜イベントのご案内＞ 

ｋｈｂ東日本放送と立命館大学 GAstroEdu が取り組む 

東北ガストロノミー×未来のオンラインメディア教育プラットフォーム 

「牛 ADVENTURE」開催 
日時：2021 年 12 月 16 日（木）13:30～18:30 

開催方法：オンラインと現地参加のハイブリッド開催/配信拠点：ｋｈｂ東日本放送

 

 



別紙 

■プログラムについて 

Part1 オープニング＆牛 ADVENTURE をはじめよう 

    （ドローンと映像で知る岩手県岩泉町の牛の世界） 

 

Part2 東北ガストロノミーを学ぶ 

    岩手県岩泉町とイタリアピエモンテ州の牛生産について 

    ・岩泉町とピエモンテ 牛生産者の対話（ライブ中継） 

    ・イタリアと岩泉町をつないで「牛舎オンライン見学ツアー」 

     モデレーター：石田雅芳教授（立命館大学食マネジメント学部） 

 

Part3 カルーの牛祭りに参加しよう（イタリア中継） 

 

Part4 日本とイタリアのシェフから学ぶステーキ調理 

    ・ジャンルーカ・パラディーニ氏に習うトスカーナのステーキ調理 

    ・ラ・ビスボッチャ 井上裕基シェフ（東京・広尾）に習うステーキ調理 

 

Part5 食べてみよう 

    ピエモンテと東北の名物料理（前菜）から学ぶ 

    モデレーター：本田智巳助教（立命館大学食マネジメント学部） 

 

Part6 岩手県岩泉町の短角牛とイタリアピエモンテ州のファッソーナ牛 食べ比べ 

 

Part7 カルーの牛祭りの映像を囲んで交流（イタリア・仙台中継） 

ファシリテーター：野中朋美准教授（立命館大学食マネジメント学部、立命館大学 EDGE+R 

プログラム副総括責任者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■GAstroEdu について 

 GAstroEdu（Gastronomic Sciences（食科学）と Education（教育）の

造語）は、「食」をテーマとして、マーケティングや調理科学、歴史学、

システムデザインなどさまざまな学問を学ぶ体験型のオンラインプログ

ラムです。誰にとっても身近な「食」を軸に、持続可能性について考

え、子どもの主体性と俯瞰力や創造性を育むことを目的として、2020

年より計 5 回のワークショップを実施してきました。 

 

 これまでのオンラインワークショップの様子 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

■株式会社東日本放送 
広報宣伝部 
（TEL：022-304-3015 MAIL：koho@khb-tv.co.jp） 

■立命館大学 
総合企画部広報課  
（TEL：075-813-8300） 

 


